
令和５年度 事業計画書 
（令和５年４月１日～令和６年３月３１日まで） 

 

群馬県居住支援サービス連絡協議会 

１．事業の概要 

 

目的 

群馬県内の居住支援法人が相互に連携を図り、住宅確保要配慮者又は民間賃貸住宅の

賃貸人に対する情報の提供等の支援や諸課題を協議し、円滑に入居の促進を図る。もっ

て群馬県における福祉の向上と安心して住みやすい地域づくりに寄与することを目的

とする。又、群馬県居住支援協議会と常に連携を図り、現場での課題、建設的提案等 

相互に情報共有を図ることを併せて目的とする。 

 

事業項目 

 ・県内の居住支援サービス事業者が定期的に情報交換 

 ・住宅確保要配慮者の円滑な入居の促進を図るとともに入居後の支援 

 ・県内の住宅確保要配慮者のニーズの発掘に関して情報共有 

 ・県内の不動産関係者の協力推進 

 ・県内で居住支援法人の指定を受けようとするものに適切な支援 

 ・居住支援サービスの向上のための研修事業 

・その他、会の目的を達成するために必要な活動 

 

２．年度予定 

 

  年度方針 

 

  令和５年度は群馬県共同募金会の助成金３００万円を確保できた（３年継続で合計で

は９００万円となる見込み）。これを主な原資とし、会費収入も活用しならがら以下の

事業を実施する。 

  ①支援体制の強化事業 

   ・ネットワークづくり（居住支援法人同士・周辺連携相手） 

   ・行政への政策提言や民間事業者への協働提案 

②啓発事業 

 ・シンポジウム等の開催による外部発信 

③緊急的居住支援事業（サポートハウス） 

 ・緊急的ニーズの高い人に、初期的一時的な住居の無償貸与とその他入居費の補填を

し、その後の安定的な住居確保のスタートアップ支援を行う。 

3 年計画で③による公営住宅、民間住宅の活用実績を積み重ね、上記①②へと連動する

ことで、4 年目以降の持続可能な居住支援体制の構築について模索する。 

 

 

 

 

 



  年間スケジュール 

    

4 月 定例会議 

5 月 定期総会 

6 月 定例会議、サポートハウス事業開始 

7 月  

8 月 定例会議 

9 月  

10 月 定例会議 

11 月 シンポジウム開催 

12 月 定例会議、助成金申請 

1 月  

2 月 定例会議 

3 月 年度末業務 

随時 臨時会議 

群馬県および県居住支援協議会より要請のある会議、委員会等

の対応 

  



令和５年度 収支予算書 

（令和５年４月１日～令和６年３月３１日まで） 

 

群馬県居住支援サービス連絡協議会 

 

 項目 金額 備考 

収入の部 会費収入 ４０,０００  

寄付金収入 ０  

助成金 ３,０００,０００  

前期繰越金 ０  

収入合計 ３,０４０,０００ （Ａ） 

    

支出の部 人件費 ７２,０００ 1200 円×5 時間×

12 カ月 

研修費 ３５０,０００ ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ会場費、講

師謝金 

交通費 ２２０,０００ 研修、会議交通費 

使用料・賃借費 １２,０００ 会議等会場費 

消耗品費・印刷費 ２４,０００ 事務消耗品・印刷費 

通信運搬費 ４２,０００ 郵送料等 

サポートハウス事業費 ２２８０,０００ 家賃、生活用品費、

修繕費等 

支払手数料 ５,０００ 振込手数料等 

予備費 ３５,０００  

次期繰越金 ０  

支出合計 ３,０４０,０００ （Ｂ） 

    

収支差額 ０ （ Ａ ― Ｂ ） 

 

  



役員構成 

令和 5 年 5 月現在 

 

役職 氏名 所属 

会長 佐塚昌史 認定ＮＰＯ法人じゃんけんぽん 

副会長 新井浩之 社会福祉法人協同福祉会 

監事 小林信昭 株式会社アンカー 

事務局 外島進二 認定ＮＰＯ法人じゃんけんぽん 

 


